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平成 25 年度	
 日本家族看護学会	
 国際交流委員会の活動報告	
 March	
 28,	
 2014	
 

	
 

委員長	
 法橋尚宏（神戸大学大学院保健学研究科）	
 

委	
 員	
 本田順子（神戸大学大学院保健学研究科）	
 

委	
 員	
 平谷優子（神戸大学大学院保健学研究科）	
 

委	
 員	
 佐藤奈保（千葉大学大学院看護学研究科）	
 

	
 

	
 

1．11th	
 International	
 Family	
 Nursing	
 Conference への会員のツアー企画・運営	
 

1）11th	
 International	
 Family	
 Nursing	
 Conference（平成 25 年 6 月 19 日から 22 日，ミネア

ポリス）への参加準備と参加ツアーの企画・運営（27 名が参加）	
 

2）会場での国際交流委員会のブースの運営（英語版リーフレット，学術集会の情報，学会誌の

情報（題目の一覧，学会誌の見本），Call	
 for	
 paper と投稿規定，別刷り（国際交流委員会

の過去の交際交流活動），学会オリジナルクリアフォルダーの配布など）	
 

3）ツアー参加者による学会参加記の執筆，学会誌への掲載	
 

	
 

2．英語版リーフレット（pdf 版を含む）の配布と広報活動	
 

1）国際学会・国際会議での広報活動（34th	
 International	
 Association	
 for	
 Human	
 Caring	
 

Conference	
 （平成 25 年 5 月，オーランド・アメリカ），11th	
 International	
 Family	
 Nursing	
 

Conference（平成 25 年 6 月，ミネアポリス・アメリカ），39th	
 Annual	
 Conference	
 of	
 the	
 

Transcultural	
 Nursing	
 Association（平成 25 年 10 月，ニューメキシコ・アメリカ）など）	
 

	
 

3．国際交流委員会の英語版 Web サイトと twitter を活用した国際交流活動	
 

1）Web サイト（http://www.familynursing.org/jarfn_exchange/e_index.html）と twitter

（http://twitter.jp/jarfn_exchange）を活用した各国との学術交流・情報交流（学会誌の

論文一覧，学術集会一覧，国際交流委員会のニュースレター一覧，有益な資源一覧などを公

開）	
 

2）国際交流委員会として学会発表した演題のポスター（スライド）の公開	
 

3）ニュースレターの発行	
 

	
 

4．『家族看護学研究』を活用した各国との学術交流・情報交流	
 

1）Call	
 for	
 Papers のチラシの作成・配布	
 

2）海外からの『家族看護学研究』への投稿推進・補助	
 

3）英語版投稿規定などの改良	
 

	
 

5．各国との学術交流・情報交流，海外からの各種窓口業務	
 

1）International	
 Family	
 Nursing	
 Association（IFNA）とのアライアンス（12th	
 International	
 

Family	
 Nursing	
 Conference は，2015 年にオーデンセ・デンマークで開催予定）	
 

2）International	
 Family	
 Nursing	
 Association（IFNA）への入会案内	
 

	
 

（以上）	
 


